
平成２６年度第１回小田原市生活交通ネットワーク協議会 

 

 

日 時 平成２６年６月４日（水）午前１０時 

場 所 小田原合同庁舎 ３階 ３Ｇ・Ｈ会議室 

 

次 第 

 

１．開 会 

 

 

２．議 題 

 

協議事項 

（１）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会事業報告について 

 

 

（２）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会決算報告について 

 

 

（３）平成２６年度小田原市生活交通ネットワーク協議会事業（案）について 

 

 

（４）平成２６年度小田原市生活交通ネットワーク協議会予算（案）について 

 

 

（５）バスの乗り方教室について 

 

 

報告事項 

（１）平成２５年度小田原市地域公共交通総合連携計画の事業実施状況の 

評価について 

 

 

（２）橘地域を運行する路線バスの見直しについて 

 

 

その他 

 

 

３．閉 会  
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監事 
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国 
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平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会事業報告 

 

年月日 内 容 

平成２５年 
４月２６日 

書面協議 

（１）平成２４年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 
（地域公共交通調査事業等）について 

（２）平成２４年度地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 
（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）について 

（３）平成２５年度生活交通改善事業計画 
（バリアフリー化設備等整備事業）について 

平成２５年 
６月１３日 

書面協議 

（１）役員の改選について 
（２）平成２４年度小田原市生活交通ネットワーク協議会 

事業報告について 
（３）平成２４年度小田原市生活交通ネットワーク協議会 

決算報告について 

平成２５年 
７月 ４日 

平成２５年度第１回小田原市生活交通ネットワーク協議会 

（１）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会 
事業計画（案）について 

（２）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会 
予算（案）について 

（３）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会 
の進め方（案）について 

（４）その他 

平成２５年 
１０月１０日 

平成２５年度第１回小田原市生活交通ネットワーク協議会 

おでかけ品質確保部会・おでかけ品質向上部会 
報告事項 
（１）相模原市の視察について 
（２）生涯学習きらめき出前講座について 
（３）（仮称）橘地域ワーキンググループの設置について 
（４）県西湘南地域公共交通検討会の設置について 
（５）バス事業者と市の今後の事業の方向性について 
協議事項 
（１）「銀座通り旧瀬戸房前にバス停を設置と並びに 
   大工町の貴社バス停に通過バスを停車して頂きたくお願いの件」について

平成２６年 
２月２４日 

平成２５年度第２回小田原市生活交通ネットワーク協議会 
報告事項 
（１）橘地域の公共交通に関するアンケート案件別調査結果について 
（２）橘地域を運行する路線バスの変更について 
（３）バスマップの作成・配布について 
（４）バスの乗り方教室について 
（５）銀座通り周辺におけるバス停新設等について 
協議事項 
（１）橘地域の公共交通に関するアンケート案件別調査結果を踏まえた 

今後の方針について 
（２）小田原市地域公共交通総合連携計画の事業実施状況の評価について 

平成２６年 
３月１１日 

書面協議 

（１）小田原市地域公共交通総合連携計画の計画書増刷について 

 

資料１





平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会決算報告

１．歳入 （単位：円） 

科 目 予算額 摘 要 

負担金 ３００，０００ 小田原市 

繰越金 １１０ 前年度 

雑入 ４３ 預金利子 

合計 ３００，１５３

２．歳出 （単位：円） 

科 目 予算額 摘 要 

会議費 １３９，７５５ 報酬、旅費、食糧費、手数料 

事務費 １５９，９９０ 印刷製本費 

繰越金 ４０８ 次年度 

合計 ３００，１５３

資料２－１





平成２６年度小田原市生活交通ネットワーク協議会事業（案） 

 

年月日 内 容 

平成２６年 

５月２１日 

書面協議 

（１）平成２６年度生活交通改善計画（バリアフリー化設備等整備事業）の 

策定について（ノンステップバスの導入 小型１台、中型４台） 

平成２６年 

５月２３日 

書面協議 

（１）平成２６年度生活交通改善計画（バリアフリー化設備等整備事業）の 

策定について（ノンステップバスの導入 中型１台） 

平成２６年 

６月 ４日 

平成２６年度第１回小田原市生活交通ネットワーク協議会 

協議事項 

（１）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会事業報告について 

（２）平成２５年度小田原市生活交通ネットワーク協議会決算報告について 

（３）平成２６年度小田原市生活交通ネットワーク協議会事業（案）について 

（４）平成２６年度小田原市生活交通ネットワーク協議会予算（案）について 

（５）バスの乗り方教室について 

報告事項 

（１）平成２５年度小田原市地域公共交通総合連携計画の事業実施状況の 

評価について 

（２）橘地域を運行する路線バスの見直しについて 

その他 

平成２６年 

１１月頃 

平成２６年度第２回小田原市生活交通ネットワーク協議会 

（１）橘地域を運行する路線バスの見直しについて 

（２）銀座通り周辺におけるバス停新設等について 

（３）バスの乗り方教室について 

（４）その他 

平成２７年 

３月頃 

平成２６年度第３回小田原市生活交通ネットワーク協議会 

（１）橘地域を運行する路線バスの見直しについて 

（２）「おでかけ品質確保・向上のためのルールづくり」について 

（３）事業実施状況の評価について 

（４）その他 

※適宜、おでかけ品質確保部会、おでかけ品質向上部会を開催するものとする。 

資料３ 



 

平成２６年度小田原市生活交通ネットワーク協議会予算（案） 

 

１．歳入                          （単位：円） 

科 目 予算額 摘 要 

負担金 ４００，０００ 小田原市 

繰越金 ４０８  

合計 ４００，４０８  

 

２．歳出                          （単位：円） 

科 目 予算額 摘 要 

会議費 ３９９，５００ 報酬、旅費等 

事務費 ９０８ 消耗品等 

合計 ４００，４０８  

※但し、科目間の流用を認める。 

 

 

資料４



平成２５年度　小田原市地域公共交通総合連携計画の事業実施状況の評価

事業
番号

実施主体
短期

（平成27年度）
中長期

（平成34年度）
事業実施状況

事業実施評価
（平成25年度）

1 交通事業者・行政 協議・実証運行等 実施 ・小田原駅周辺循環バス導入についてバス事業者等と協議中 Ｂ

①ダイヤの改善 交通事業者・行政 協議後、一部実施 実施 ・鉄道事業者へのダイヤ改正情報の事前提供依頼 Ｂ

②機能・重要度に応じた乗継拠点の整備 交通事業者・行政 協議後、順次整備 順次整備 ・銀座通り周辺バス停の上屋・ベンチの設置について周辺自治会、商店会、バス事業者、広告事業者各々と協議中 Ｂ

①利用目的・時間帯等に配慮した運行 交通事業者・行政 協議・実証運行等 実施

・バス停の新規設置（富士急2箇所）
・路線バスのルート変更（神奈交1路線）
・橘地域を運行する路線バスの見直し等の検討・協議
　（橘公共交通検討会の設置開催、橘地域住民アンケート調査の実施）
・銀座通り周辺バス停新設の協議中（バス停新設、バス待ち環境等について）
・小田原駅周辺循環バス導入についてバス事業者等と協議中（再掲）

Ｂ

②おでかけ品質確保・向上のためのルールづくり 市民・交通事業者・行政 協議後、一部実施 継続的実施 Ｃ

①バス停・行き先案内等の統一化 交通事業者・行政 協議後、一部実施 実施 Ｃ

②主要バス停における共通時刻表・路線図・運賃表の掲出 交通事業者・行政 協議後、一部実施 実施
・バス停名称の変更（神奈中1箇所） 2月3日
・銀座通り周辺バス停新設の協議中（バス停新設、バス待ち環境等について）（再掲）

Ａ

③小田原駅における案内サインの改善・案内所の一元化 交通事業者・行政 協議後、順次整備 順次整備 Ｃ

④駅前広場のレイアウト等の見直し 交通事業者・行政 協議後、順次整備 順次整備 ・小田原駅西口広場のレイアウト見直しについてバス事業者、道路管理者と協議中 Ｂ

⑤バスマップの作成・配布 交通事業者・行政 継続的実施 継続的実施 ・バスマップの作成・配布（2月27日配布開始） Ａ

⑥インターネットの活用等による情報提供の充実 交通事業者・行政 協議後、実施 継続的実施 ・市ホームページへのバス事業者からのお知らせの掲載（箱根登山1件、神奈中2件） Ａ

①ノンステップバス・UDタクシーの導入推進 交通事業者・行政 継続的実施 継続的実施 ・ノンステップバスの導入（箱根登山バス5台） Ａ

②バス停・バス停までのルートのバリアフリー化 交通事業者・行政 協議後、順次整備 順次整備 ・久野車庫前バス停の安全対策実施（伊豆箱根1箇所） Ａ

①駅前広場における路線バスの優先性の確保等 交通事業者・行政 協議後、順次整備 順次整備 ・小田原駅西口広場のレイアウト見直しについてバス事業者、道路管理者各々と協議中（再掲） Ｂ

②路線バス走行環境を支援する施策の展開 交通事業者・行政 協議、実証実験等 実施 Ｃ

①児童・保護者を対象としたバスの乗り方教室、児童作品の車内展示等 市民・交通事業者・行政 協議後、一部実施 実施 ・バスの乗り方教室実施小学校の募集（3月3日～20日） Ｂ

②商業施設・公共施設と連携した特典サービスの実施等 企業・交通事業者・行政 協議後、一部実施 実施 ・銀座通り周辺商店会と路線バスのタイアップについて周辺商店会と協議中 Ｂ

③企業と連携したエコ通勤の推進等 企業・交通事業者・行政 協議後、一部実施 実施 ・西湘テクノパーク企業アンケート調査の実施（3月26日～4月9日） Ｂ

凡例　Ａ：実施　　Ｂ：協議・検討中　　Ｃ：未実施

6
路線バスの
走行環境の向上

【計画全体評価】
・橘地域をモデルケースに交通の不便な地域の移動手段の確保の検討、また、銀座通りをモデルケースに既存の公共交通ネットワークを活かした人々の交流を促進していく取組みなどを実施できたことは、連携計画に位置づけ
た様々な事業に関係することであり、プラスに評価できる。
・連携計画に位置付けられていながら未着手の事業もあることから、連携計画の目標に沿って各事業を着実に実施できるかが今後の課題となる。
・連携計画に位置付けている橘地域や地元提案による銀座通り周辺など連携計画に関連する事項や、土地利用の変化や新たな提案に応じた検討などに取組みはじめたが、その取組みの具体化には、基礎条件となるデータ
（現状・将来のバスの利用者数、利用形態、地域性等）の把握が重要であることから、引き続き、利用者、事業者、行政等の連携を深め、実態の把握に努める必要がある。
・小田原駅周辺循環バスは、市役所、市立病院方面の既存バス路線（西口発着・東口発着便）の効果的な組合せを検討し、イオンの進出によるバス利用者増加が図られるよう、事業者、行政、また、イオン側と調整を図っていく
必要がある。
・平成２５年１２月に「交通政策基本法」が施行され、平成２６年２月には連携計画の根拠法である「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」も改正案が閣議決定された。地域公共交通を取り巻く制度、仕組み等が変わ
り、まちづくりの道具として地域公共交通を使っていくこと、また、行政と事業者で協力して交通のネットワークを守っていくことがさらに求められる。
・バスマップの改定により、紙面が見やすくなったことはプラスに評価できる。随時、最新版に更新できるよう、行政、事業者及び関係団体等の役割・責任分担のルールづくりを行い、継続して配布できるよう調整を図る必要があ
る。
・おでかけ品質確保・向上のためのルールづくりは、交通の不便な地域の移動手段の確保の仕方を幅広な選択肢から選べるようなカタログづくりであり、橘地域以外の交通の不便な地域への対応も見据え、引き続き、橘地域を
モデルケースとし取り組んでいく必要がある。
・平成２５年度は、「おでかけ品質確保部会」と「おでかけ品質向上部会」の２つの部会を設置したが、両部会横断的に関連する取組みもあることから、平成２６年度も必要に応じて同時開催とするなど、効率的な運営をする必要
がある。

事業名

7
利用促進・交通需要
マネジメント

分かりやすい
情報提供

最優先
4

5

主軸路線の位置づけ・主要施設へのアクセス向上

優先
2

重点
3

乗継環境の
円滑化

ニーズに応じた
路線バスの改善

バリアフリー化の
促進
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 橘公共交通検討会案件別検討位置図 

①橘タウンセンター 
こゆるぎへの公共交通

②押切橋周辺での路線バス間の乗り継ぎ

44往復 

二宮町

小田原市 

中井町 

大磯町

約600m

14.5往復

33往復

③沼代・明沢（橘団地）への公共交通

約500m

④橘団地から県道中井羽根尾の 
路線バスの延伸 

沼代 
1km 

明沢

橘団地

至 鴨宮 

⑤鴨宮方面の大型商業施設等への
バス路線の新設 

資料６－１



橘公共交通検討会組織図  

 
（目的）           （構成案） 

・案件別の課題に対応する   ・各案件別課題に関係する自治会長 5 名・地域住民 10 名・行政（固定）  
 具体的な対策及び事業の検討     

 
（目的） 
・小田原市全体の公共交通のあり方について考え、持続可能な公共交通ネットワークを構築する  
（協議事項） 
・連携計画及びネットワーク計画に定められた事業の実施に関する事項 ほか  
（構成） 
バス事業者 

・箱根登山バス  
・伊豆箱根バス  
・富士急湘南バス

・神奈川中央交通

 

タクシー事業者 

・ (社 )神奈川県  
タクシー協会  
小田原支部  

運転者が 

組織する団体  
・神奈川県  

交通運輸産業  
労働組合協議会

利用者 

及び市民代表等  
・小田原市  

自治会総連合  
・小田原箱根  

商工会議所  

交通管理者 

・神奈川県  
小田原警察署  

道路管理者 

・国土交通省  
関東地方整備局

横浜国道事務所

・神奈川県  
県西土木事務所

小田原土木センター

・小田原市建設部

学識経験者 

・福島大学  
経済経営学類  
准教授 吉田樹

交通行政 

・国土交通省  
関東運輸局  
神奈川運輸支局  

・神奈川県  
県土整備局  
都市部  

・小田原市都市部  

 
（目的） 
ニーズに応じた路線バスの改善のための専門的な調査、検討等
（構成） 
利用者及び市民代表等、バス事業者、学識経験者、  
国土交通省関東運輸局神奈川運輸支局、小田原市  

 
（目的） 
その他の利便の増進のための調査、検討等  
（構成）  
バス事業者、学識経験者、  
国土交通省関東運輸局神奈川運輸支局、小田原市  

連携等 

指示 報告

小田原市生活交通ネットワーク協議会(平成 24 年 1 月設置)

おでかけ品質確保部会(平成 25 年 7 月設置) おでかけ品質向上部会(平成 25 年 7 月設置)
指示 報告 

 
（目的） 

・橘地域の実情に合った路線バス等の検討  
（構成） 

・橘地域の全自治会長・行政  

橘公共交通検討会(平成 25 年 10 月設置)

橘タウンセンター  
こゆるぎへの公共

交通

橘公共交通検討会案件別部会(平成 26 年 6 月開催予定)

押切橋周辺での
路線バス間の  

乗り継ぎ

沼代・明沢 (橘団
地 )への公共交通

橘団地から県道中
井羽根尾の路線

バスの延伸

鴨宮方面の大型商
業施設等へのバス

路線の新設

方向性の 
確認・連携 

連携等

 
・部会開催時に回覧等にて周知

地域住民・利用者 5 名程度

参加

資
料
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・橘地域住民アンケート(H25 年 11 月実施) 
こゆるぎ利用者 257 人/308 人(回収率 83%) 
住民 2,258 人/3,689 人(回収率 61%) 

 
・西湘テクノパーク企業アンケート(H26 年 3 月実施) 

15 社 590 人/1,080 人(回収率 54%) 
 
・平成 26 年度は検討会を年間 3 回程度、各案件別部会を 

年間 4 回程度開催予定 



バスの乗り方教室開催概要（案） 

 

○日  時  平成 26 年 10 月 17 日（金） 授業 2 時限分（90 分）※学校からの移動時間 30 分含む 

 

○場  所  箱根登山バス株式会社小田原営業所（車庫） 

 

○対  象  小田原市立山王小学校 ２年生 1 クラス（32 人） 

 

○目  的  近年、路線バスにあまり乗ったことのない子供たちも多くいると言われている中で、路

線バスの乗り降りの方法、バス利用のマナーやバス周辺での交通安全対策などを学び、

また、普段、経験することのできない車椅子での乗降体験、バス営業所等の見学を通じ

て、路線バスに対する興味、関心の気持ちを育て、将来の利用者となる子供たちに、路

線バスに乗ってみたいと思ってもらうこと。また、子供たちが乗ってみたいと思うこと

をきかっけに家族の方々の路線バスの利用促進に繋げること。 

 

○主  催  箱根登山バス株式会社、小田原市都市計画課 

 

○教室内容 

1、路線バスについてのレクチャー 

・路線バスとは、どんなものか、また、使うことで維持されるということを学ぶ。  

2、乗り降りの方法のレクチャー・体験 

 ・一般的な路線バスの乗り降りの方法を学び、バスの乗降体験を行う。 

3、バス周辺の安全対策のレクチャー 

 ・運転席からの視界の確認等を行い、バスの周辺で気を付けることを学ぶ。 

4、車椅子体験 

 ・車椅子利用者の乗降について学び、実際に車椅子での乗降体験を行う。 

5、洗車機体験 

 ・バスに乗り、洗車機の中に入る体験を行う。 

6、営業所、整備工場の見学 

 ・バス会社の事務所、運転士休憩室、整備工場等の見学を行う。 

 

○その他 

 ・子供たちに参加記念品として箱根登山バスからノベルティ（文房具）の配布を予定。 

資料７
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